
学校名 川越市立高階西中学校 

所在地 川越市砂新田２５９３ 

電話  ０４９－２４４－６７４１ 

 

１ 本校の概要 

本校は、昭和60年に開校した川越市内では比較的新し

い学校である。川越市の南西部に位置し、校地の南側と

北側は武蔵野の雑木林に囲まれ、緑豊かな環境の中にあ

る。６クラス、217 名の生徒が「自ら学び考え行動する

生徒」の学校教育目標のもと、学習に取り組んでいる。 

 

２ 本校の実践 

 (1) 実践の視点 

 読書に親しむ態度や読書習慣に係る取組 

 (2) 実践の概要 

ア 朝読書の推進 

    毎朝 10分間の読書タイムでは、登校後チャイム

と同時に、全校生徒が静かに読書に集中できる環

境が整えられている。 

    また、学級担任がク 

   ラスの実態にあわせて 

   選書し、PTAからの支 

   援によって各学級の学 

   級文庫の充実を図って  【朝読書の様子】 

   いる。                     

イ 図書委員会の活動 

    本校の図書委員会では、図書室の環境整備や、 

おすすめ本の紹介を中心に行っている。環境整備

では、読みたい本がすぐに探せるよう、書架表示

板を作成した。本の紹介では、図書委員会新聞の

発行、ポスターの廊下掲示、POP の作成と展示を

行った。カウンター前では、来訪者の目を引くよ

う、「シークレットコーナー」を設置し、普段読ま

ないジャンルの本との出会いを提供するなど、読

書活動の推進を図っている。 

 

 

 

   

 【シークレットコーナー】 【図書委員会新聞の掲示】 

  ウ ビブリオバトル 

     国語の授業においてビブリオバトルを行った。 

    ３分間で本の紹介スピーチを行い、２分間の質

疑応答の時間をとった後、最も読みたくなった

本の投票を行う。まず、グループ内で予選をお

こない、そこを勝ち抜いた代表者が学級全体の

前でスピーチと質疑応答を行い、優勝者を決め

た。ビブリオバトルで紹介された本は、図書室

でコーナーを作り紹介した。 

  エ 図書整理員との連携 

     本校では、図書整理員が週２～３回勤務して

いる。４月の図書館ガイダンスや、図書室で授

業を行った際には、豊富な知識を活かし、ブッ

クトークを行っている。 

３ 成果と今後の課題 

 (1) 成果 

   長期休業前には、図書委員会のおすすめ本紹介に 

力をいれ、POPの作成を行った。また、長期休業特 

別貸し出しで普段より３冊多い、一人５冊までの貸 

し出しを可能とした。一学期の最後の授業は、ブッ 

クトークやPOPによる宣伝の効果があり、7月の貸 

し出し数は１年生で大幅な伸びが見られた 

 (2) 課題 

   学年によっては、月の貸出数が０冊のときがあり、

全体として貸出数が低迷している。学級文庫の充実

が図書室への入室者数や貸出数の減につながってい

るとも考えられるが、朝の読書をきっかけとして図

書室へ足を運ばせるような方策を考え実践したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【月別貸出冊数（４～12月）】 
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平成３０年度 学校図書館貸出冊数 

1年 2年 3年 

（冊） 
前月よりも約2.3倍 

貸出冊数が増加！ 


